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(57)【要約】
【課題】住宅のサニタリーなどにおいて利用されるタオ
ルさらにはバスタオルをそこにおいてより掛けやすくす
るタオル掛け構造の提供。
【解決手段】壁Ｗへの取付部１ａを備えたベース１と、
このベース１によって略水平に支持されるタオルバー２
とを備えてなる左右一対のタオルバーユニットＵ、Ｕを
備えている。一対のタオルバーユニットＵ、Ｕの少なく
とも一方は、タオルバー２の基端２０側を軸部１ｂをも
って前記略水平の基準位置からの上方に向けた回動操作
可能にベース１に組み合わせてなると共に、前記基準位
置において、右側のタオルバーユニットＵのタオルバー
２の自由端２１と、左側のタオルバーユニットＵのタオ
ルバー２の自由端２１とが、接し又は近接されるように
、両タオルバーユニットＵ、Ｕを壁Ｗに取り付けさせて
なる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　壁への取付部を備えたベースによって略水平に支持されると共に、このベースを介して
壁に取り付けられる左右一対のタオルバーを備えており、
　この一対のタオルバーの少なくとも一方は、タオルバーの基端側を軸部をもって前記略
水平の基準位置からの上方に向けた回動操作可能にベースに組み合わされていると共に、
　前記基準位置において、右側のタオルバーの自由端と、左側のタオルバーの自由端とが
、接し又は近接されるようになっていることを特徴とする住宅におけるタオル掛け構造。
【請求項２】
　壁への取付部を備えたベースと、このベースによって略水平に支持されるタオルバーと
を備えてなる左右一対のタオルバーユニットを備えており、
　この一対のタオルバーユニットの少なくとも一方は、タオルバーの基端側を軸部をもっ
て前記略水平の基準位置からの上方に向けた回動操作可能にベースに組み合わせてなると
共に、
　前記基準位置において、右側のタオルバーユニットのタオルバーの自由端と、左側のタ
オルバーユニットのタオルバーの自由端とが、接し又は近接されるように、両タオルバー
ユニットを壁に取り付けさせてなることを特徴とする住宅におけるタオル掛け構造。
【請求項３】
　右側のタオルバーユニットのタオルバーの自由端側に、タオルバーの水平支持状態にお
いて、左側のタオルバーユニットのタオルバーの自由端側に形成させた被受容部を上方か
ら受け入れてこれを支持する受容部が形成されていると共に、
　左側のタオルバーユニットのタオルバーの自由端側に、タオルバーの水平支持状態にお
いて、右側のタオルバーユニットのタオルバーの自由端側に形成させた被受容部を上方か
ら受け入れてこれを支持する受容部が形成されていることを特徴とする請求項２に記載の
住宅におけるタオル掛け構造。
【請求項４】
　左右一対のタオルバーユニットがそれぞれ、二以上のタオルバーを、これらのタオルバ
ーのベースによる支持高さと壁からの距離とが相互に一致しないように備えていると共に
、
　各支持高さにおいてそれぞれ、右側のタオルバーユニットのタオルバーと左側のタオル
バーユニットのタオルバーとが水平支持状態において協働して一枚のタオルを掛け得る対
となるように、両タオルバーユニットを壁に取り付けさせてなることを特徴とする請求項
２又は請求項３に記載の住宅におけるタオル掛け構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、典型的には、住宅のサニタリーとなるスペースに備えられて、このスペー
スでのタオルやバスタオルの利用のために供されるタオル掛け構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　キッチン、トイレ、風呂、洗面所などの住宅のサニタリーとなるスペースにおいては、
そこで利用されるタオルやバスタオルを掛けておくために、タオル掛けがあらかじめ設置
されて住宅備品として住宅の一部をなすものとなっている。かかるタオル掛けは、一般に
、壁面に固定される一対のブラケット間にタオルバーを架設して構成される。かかるタオ
ル掛けにタオルを掛けるためには、壁とタオルバーとの間の隙間にタオルをその一端側か
ら通した後、この一端側を下方に引き下ろすことを要する。通常のタオルの場合、かかる
タオル掛けの設置位置は、大人を基準に決められるため、背の低い子供はかかるタオル掛
けにタオルを掛け難いところであった。また、こうしたサニタリーにおいてバスタオルを
掛けることも求められる場合があるところ、バスタオルは重さと厚さがあり前記引き下ろ
しが容易ではなく、また、バスタオルは丈が長いためタオル掛けの設置位置は高くせざる
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を得ない場合があり、在来のタオル掛けでは設置位置によっては大人であってもバスタオ
ルは掛け難くなる。
【０００３】
　なお、比較的広い面を有するシーツなどを掛けやすくした物干し用ハンガーとして、特
許文献１に示されるものがある。
【特許文献１】特開平９－１８２８９８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　この発明が解決しようとする主たる問題点は、住宅のサニタリーなどにおいて利用され
るタオルさらにはバスタオルをそこにおいてより掛けやすくするタオル掛け構造を提供す
る点にある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記課題を達成するために、この発明にあっては、第一の観点から、住宅におけるタオ
ル掛け構造を、壁への取付部を備えたベースによって略水平に支持されると共に、このベ
ースを介して壁に取り付けられる左右一対のタオルバーを備えており、
　この一対のタオルバーの少なくとも一方は、タオルバーの基端側を軸部をもって前記略
水平の基準位置からの上方に向けた回動操作可能にベースに組み合わされていると共に、
　前記基準位置において、右側のタオルバーの自由端と、左側のタオルバーの自由端とが
、接し又は近接されるようになっているものとした。
【０００６】
　左右のタオルバーは基準位置においてその自由端を接しさせ、あるいは近接させること
から、左右のタオルバーには両タオルバーの長さの和以内の幅のタオルやバスタオルであ
ればそれを広げた状態で掛けることできる。タオルを掛ける作業は、少なくとも一方のタ
オルバーを上方に回動操作して左右のタオルバーの自由端間に間隔を形成させた後、二つ
折りにしたタオルの内側にこの間隔を利用して左右のタオルバーのいずれか一方をその自
由端から差し入れ、次いで前記回動のされたタオルバーが基準位置に戻るようにこのタオ
ルバーの一方側にかかるタオルを一旦寄せ、左右のタオルバーが共に基準位置に戻ったと
ころでタオルを広げて左右のタオルバーに共にタオルが掛けられるようにしてなすことが
できる。これにより、タオルバーを高いレベルに位置させるように前記壁に備えさせた場
合でも、容易にかかるタオルバーにタオルを掛けることができる。
【０００７】
　また、前記課題を達成するために、この発明にあっては、第二の観点から、住宅におけ
るタオル掛け構造を、壁への取付部を備えたベースと、このベースによって略水平に支持
されるタオルバーとを備えてなる左右一対のタオルバーユニットを備えており、
　この一対のタオルバーユニットの少なくとも一方は、タオルバーの基端側を軸部をもっ
て前記略水平の基準位置からの上方に向けた回動操作可能にベースに組み合わせてなると
共に、
　前記基準位置において、右側のタオルバーユニットのタオルバーの自由端と、左側のタ
オルバーユニットのタオルバーの自由端とが、接し又は近接されるように、両タオルバー
ユニットを壁に取り付けさせてなるものとした。
【０００８】
　左右のタオルバーユニットのタオルバーは基準位置においてその自由端を接しさせ、あ
るいは近接させることから、左右のタオルバーユニットのタオルバーには両タオルバーの
長さの和以内の幅のタオルやバスタオルであればそれを広げた状態で掛けることできる。
タオルを掛ける作業は、少なくとも一方のタオルバーを上方に回動操作して左右のタオル
バーの自由端間に間隔を形成させた後、二つ折りにしたタオルの内側にこの間隔を利用し
て左右のタオルバーのいずれか一方をその自由端から差し入れ、次いで前記回動のされた
タオルバーが基準位置に戻るようにこのタオルバーの一方側にかかるタオルを一旦寄せ、
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左右のタオルバーが共に基準位置に戻ったところでタオルを広げて左右のタオルバーに共
にタオルが掛けられるようにしてなすことができる。これにより、タオルバーを高いレベ
ルに位置させるように前記壁に備えさせた場合でも、容易にかかるタオルバーにタオルを
掛けることができる。
【０００９】
　前記右側のタオルバーユニットのタオルバーの自由端側に、タオルバーの水平支持状態
において、左側のタオルバーユニットのタオルバーの自由端側に形成させた被受容部を上
方から受け入れてこれを支持する受容部を形成させておくと共に、
　左側のタオルバーユニットのタオルバーの自由端側に、タオルバーの水平支持状態にお
いて、右側のタオルバーユニットのタオルバーの自由端側に形成させた被受容部を上方か
ら受け入れてこれを支持する受容部を形成させておくこともある。
【００１０】
　このようにした場合、左右のタオルバーユニットのタオルバーが基準位置にある状態に
おいて、左右のタオルバーをその自由端において互いに支え合わせることができ、掛けら
れたタオルを安定的に支持することができる。
【００１１】
　前記左右一対のタオルバーユニットがそれぞれ、二以上のタオルバーを、これらのタオ
ルバーのベースによる支持高さと壁からの距離とが相互に一致しないように備えるように
させると共に、
　各支持高さにおいてそれぞれ、右側のタオルバーユニットのタオルバーと左側のタオル
バーユニットのタオルバーとが水平支持状態において協働して一枚のタオルを掛け得る対
となるように、両タオルバーユニットを壁に取り付けさせておくこともある。
【００１２】
　このようにした場合、二枚以上のタオルをそれを掛ける作業を容易に行えるようにした
態様で、合理的に掛けておくことができる。
【発明の効果】
【００１３】
　この発明にかかる住宅におけるタオル掛け構造によれば、タオルバーを一般的なレベル
に位置させるように備えさせている場合においては、背の低い子供でも容易にかかるタオ
ルバーにタオルを掛けることができる。また、特に、比較的重くまた大きいためタオルバ
ーの設置レベルを上方に配さざるを得ないバスタオルの場合でもそれを掛ける作業を容易
ならしめる特長を有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、図１～図７に基づいて、この発明を実施するための最良の形態について説明する
。
【００１５】
　なお、ここで図１～図３はこの発明を適用して構成されたタオル掛け構造Ｈの基本的構
成例を、図４および図５はかかる基本的構成例の構成の一部を変更して構成されたタオル
掛け構造Ｈの第二例の要部を、図６および図７はかかる基本的構成例の構成の一部を変更
して構成されたタオル掛け構造Ｈの第三例を、それぞれ示している。
【００１６】
　この実施の形態にかかる住宅におけるタオル掛け構造Ｈは、典型的には、住宅のサニタ
リーとなるスペースに備えられて、このスペースでのタオルＴやバスタオルＴ’の利用の
ために供されるものである。
【００１７】
　かかるタオル掛け構造Ｈは、壁Ｗへの取付部１ａを備えたベース１によって略水平に支
持されると共に、このベース１を介して壁Ｗに取り付けられる左右一対のタオルバー２、
２を備えてなる。かかるタオル掛け構造Ｈは、一つのかかるベース１に左右一対のタオル
バー２、２を備えさせ、これを前記取付部１ａをもって壁Ｗに取り付けさせることで構成
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させることができる。しかるに、図１～図３に示される基本的構成例では、左右一対のタ
オルバーユニットＵ、Ｕを、前記スペースを構成する壁Ｗに取り付けさせてなる。より具
体的には、かかる左右一対のタオルバーユニットＵ、Ｕを、キッチン、トイレ、風呂、洗
面所などの壁Ｗに取り付けさせることで、かかるタオル掛け構造Ｈが構成される。
【００１８】
　かかる一対のタオルバーユニットＵ、Ｕはそれぞれ、壁Ｗへの取付部１ａを備えたベー
ス１と、このベース１によって略水平に支持されるタオルバー２とを備えてなる。それと
共に、かかる一対のタオルバーユニットＵ、Ｕの少なくとも一方は、タオルバー２の基端
２０側を軸部１ｂをもって前記略水平の基準位置からの上方に向けた回動操作可能にベー
ス１に組み合わせてなる。そして、前記基準位置において、右側のタオルバーユニットＵ
のタオルバー２の自由端２１と、左側のタオルバーユニットＵのタオルバー２の自由端２
１とが、接し又は近接されるように、両タオルバーユニットＵ、Ｕを前記取付部１ａをも
って前記壁Ｗに取り付けさせている。
【００１９】
　図示の例では、一対のタオルバーユニットＵ、Ｕの双方共に、タオルバー２を前記回動
操作可能にベース１に組み合わせている。各図における右側のタオルバーユニットＵはそ
のタオルバー２の自由端２１を前記基準位置においてそのベース１の左側に位置させ、各
図における左側のタオルバーユニットＵはそのタオルバー２の自由端２１を前記基準位置
においてそのベース１の右側に位置させている。また、図１～図３に示される例では、右
側のタオルバーユニットＵのタオルバー２の自由端２１と左側のタオルバーユニットＵの
タオルバー２の自由端２１とは前記基準位置で接するようになっているが、両者の間には
若干の隙間が開けられるようにしておいても良い。
【００２０】
　図１～図３に示される例では、ベース１は裏面１ｃを前記壁Ｗへの取付部１ａとしてこ
の壁Ｗにネジ１ｄにより止め付けられる盤状をなすように構成されている。
【００２１】
　一方、タオルバー２は、棒状主体２２と、この棒状主体２２の一端部２２ａの支持パー
ツ２３とから構成されている。棒状主体２２は、金属やプラスチックや木質材、あるいは
これらの一種あるいは二種以上を組み合わせることにより構成することができる。支持パ
ーツ２３は、棒状主体２２の一端部２２ａに接続される第一腕部２３ａと、この第一腕部
２３ａの基部から下方に突き出す第二腕部２３ｂとを備えている。そして、かかる支持パ
ーツ２３は、かかる第一腕部２３ａの基部側において、前後方向に軸線を沿わせた軸部１
ｂをもってベース１に回動可能に組み付けられている。具体的には、支持パーツ２３に形
成された軸穴２３ｃにベース１の表面１ｅから前方に突き出すようにこのベース１に備え
られた軸部１ｂを入れ込ませることで、ベース１にタオルバー２が回動可能に組み合わさ
れている。すなわち、図示の例では、かかる棒状主体２２における支持パーツ２３に支持
される一端部２２ａ側がタオルバー２の基端２０側となり、かかる棒状主体２２の他端部
２２ｂがタオルバー２の自由端２１として機能するようになっている。
【００２２】
　また、図１～図３に示される例では、ベース１の表面１ｅに、前記軸部１ｂの下方にお
いて、タオルバー２が基準位置にあるときに前記支持パーツ２３の第二腕部２３ｂにおけ
る第一腕部２３ａとの連接側と反対の側部に突き当たってこの基準位置から下方への前記
軸部１ｂを中心としたタオルバー２の回動を阻止する規制突部１ｆが形成されている。こ
の例では、かかる規制突部１ｆによってベース１によってタオルバー２を基準位置におい
て略水平に支持するようになっている。
【００２３】
　図１～図３に示される例では、右側のタオルバーユニットＵのタオルバー２と左側のタ
オルバーユニットＵのタオルバー２は略同じ長さを持つように構成される。また、両タオ
ルバーユニットＵ、Ｕの軸部１ｂが同じレベルに位置されるように両タオルバーユニット
Ｕ、Ｕは前記壁Ｗに取り付けられる。
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【００２４】
　左右のタオルバーユニットＵ、Ｕのタオルバー２は基準位置においてその自由端２１を
接しさせ、あるいは近接させることから、左右のタオルバーユニットＵのタオルバー２に
は両タオルバー２、２の長さの和以内の幅のタオルＴやバスタオルＴ’であればそれを広
げた状態で掛けることできる。（図１）タオルＴを掛ける作業は、少なくとも一方のタオ
ルバー２を上方に回動操作して左右のタオルバー２、２の自由端２１間に間隔を形成させ
た後、典型的には長さ方向略中程の位置で二つ折りにしたタオルＴの内側にこの間隔を利
用して左右のタオルバー２、２のいずれか一方をその自由端２１から差し入れ、（図２）
次いで前記回動のされたタオルバー２が基準位置に戻るようにこのタオルバー２の一方側
にかかるタオルＴを一旦寄せ、左右のタオルバー２、２が共に基準位置に戻ったところで
タオルＴを広げて左右のタオルバー２、２に共にタオルＴが掛けられるようにしてなすこ
とができる。（図１）これにより、タオルバー２を高いレベルに位置させるように前記壁
Ｗに備えさせた場合でも、容易にかかるタオルバー２にタオルＴを掛けることができる。
また、タオルバー２を一般的なレベルに位置させるように備えさせている場合においては
、背の低い子供でも容易にかかるタオルバー２にタオルＴを掛けることができる。特に、
この実施の形態にかかるタオル掛け構造Ｈは、比較的重くまた大きいためタオルバー２の
設置レベルを上方に配さざるを得ないバスタオルＴ’を掛ける作業を容易ならしめる特長
を有する。
【００２５】
（図４および図５に示される第二例）
　図４および図５は、図１～図３に示されるタオルバーユニットＵと同様の構造を備えた
左右一対のタオルバーユニットＵ、Ｕのタオルバー２が前記基準位置においてその自由端
２１を互いに接し合わせる例を示している。
【００２６】
　また、この図４および図５に示される例では、右側のタオルバーユニットＵのタオルバ
ー２の自由端２１側に、タオルバー２の水平支持状態において、左側のタオルバーユニッ
トＵのタオルバー２の自由端２１側に形成させた被受容部２５を上方から受け入れてこれ
を支持する受容部２４が形成されていると共に、
　左側のタオルバーユニットＵのタオルバー２の自由端２１側に、タオルバー２の水平支
持状態において、右側のタオルバーユニットＵのタオルバー２の自由端２１側に形成させ
た被受容部２５を上方から受け入れてこれを支持する受容部２４が形成されている。
【００２７】
　具体的には、この図４および図５に示される例では、左右のタオルバー２の棒状主体２
２の他端部２２ｂにそれぞれ、下方に向けて凹み且つ棒状主体２２の側部２２ｃにおいて
開放された凹状をなす受容部２４と、この受容部２４と他端部の末端となる自由端２１と
の間において棒状主体２２の側部２２ｃから突き出す被受容部２５とが備えられている。
図示の例では、受容部２４は棒状主体２２の厚さの略半分の深さを持ちその上方に向けら
れた底面を被受容部２５の支持面２４ａとしており、一方、被受容部２５はこの受容部２
４の深さと略等しい厚さを有するように構成されている。また、左右のタオルバー２の一
方においては受容部２４は棒状体の後方に向けられた側部２２ｃにおいて開放されると共
に被受容部２５は後方に向けて突き出され、左右のタオルバー２の他方においては受容部
２４は棒状体の前方に向けられた側部２２ｃにおいて開放されると共に被受容部２５は前
方に向けて突き出されるようになっている。また、棒状主体２２の長さ方向での受容部２
４の幅は被受容部２５の幅よりも大きく、左右のタオルバー２、２が共に基準位置にある
状態においては受容部２４のタオルバー２の基端２０側に位置される端部に被受容部２５
は位置づけられるようになっている。（図４）
【００２８】
　これにより、この図４および図５に示される例にあっては、左右のタオルバーユニット
Ｕのタオルバー２が基準位置にある状態において、左右のタオルバー２をその自由端２１
において互いに支え合わせることができ、掛けられたタオルＴを安定的に支持することが
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できる。
【００２９】
　図示の例では、左右のタオルバー２の一方又は双方を上方に回動操作させた状態から、
この操作を止めると基準位置に回動復帰する過程で被受容部２５が対の相手となるタオル
バー２の棒状主体２２の側部２２ｃに接して両タオルバー２、２の棒状主体２２の向き合
った側部２２ｃ間をやや押し広げることで、基準位置において前記のように対の相手とな
るタオルバー２の受容部２４に自らの被受容部２５を入れ込ませ、かつ、自らの受容部２
４に対の相手となるタオルバー２の被受容部２５を入れ込ませるようになっている。かか
る押し広げは、棒状主体２２に弾性を持たせたり、軸部１ｂの軸線方向へのタオルバー２
の若干の移動を許容させるようにベース１とタオルバー２とを組み付け合わせておくこと
で実現させることができる。
【００３０】
（図６および図７に示される第三例）
　図６および図７は、図１～図３に示されるタオルバーユニットＵを構成するベース１と
同様に機能されるベース１に、二以上のタオルバー２を上方に向けた回動操作可能に基準
位置に支持させるようにした例を示している。
【００３１】
　この例にあっては、左右一対のタオルバーユニットＵ、Ｕがそれぞれ、二つのタオルバ
ー２を、これらのタオルバー２のベース１による支持高さと壁Ｗからの距離とが相互に一
致しないように備えていると共に、
　各支持高さにおいてそれぞれ、右側のタオルバーユニットＵのタオルバー２と左側のタ
オルバーユニットＵのタオルバー２とが水平支持状態において協働して一枚のタオルＴを
掛け得る対となるように、両タオルバーユニットＵ、Ｕを壁Ｗに取り付けさせている。
【００３２】
　図示の例では、両タオルバーユニットＵ、Ｕのベース１において、上方に支持されるタ
オルバー２は下方に支持されるタオルバー２よりも壁Ｗ側に位置されるようになっている
。また、タオルバー２を構成する棒状主体２２はその一端部２２ａを軸部１ｂによって直
接ベース１の表面１ｅに回動可能に組み付けられている。ベース１の表面１ｅ側は図７に
示されるように階段状に構成されており、上段面１ｇで上方に位置されるタオルバー２を
支持して基準位置に位置づけ、下段面１ｈで下方に位置されるタオルバー２を支持して基
準位置に位置づけるようにしている。
【００３３】
　この図６および図７に示される例にあっては、二枚のタオルＴ、Ｔをそれを掛ける作業
を容易に行えるようにした態様で、合理的に掛けることができるようになっている。具体
的には、壁Ｗに近い側のタオルバー２にタオルＴを掛けるときは、壁Ｗから遠い側のタオ
ルバー２にタオルＴが掛けられているときはこのタオルＴを右側又は左側によせることに
より、壁Ｗに近い側に位置される対をなすタオルバー２、２の自由端２１間に形成させた
間隔を利用してこの対をなすタオルバー２、２に前記のようにタオルＴを掛けることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】タオル掛け構造Ｈの正面構成図
【図２】タオル掛け構造Ｈの正面構成図（タオルＴを掛ける過程を示した図）
【図３】同要部斜視構成図
【図４】第二例の要部平面構成図
【図５】同要部分離斜視構成図
【図６】第三例の正面構成図
【図７】図６におけるＡ－Ａ線断面図
【符号の説明】
【００３５】
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　Ｗ　壁
　Ｕ　タオルバーユニット
　１　ベース
　１ａ　取付部
　１ｂ　軸部
　２　タオルバー
　２０　基端
　２１　自由端

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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